
 

 

 

新守谷駅周辺地区バリアフリー 

道路特定事業計画書 

 



様式１

道路特定事業計画

特定事業対象物

特定事業実施者

事業費

（千円） 着手 完了

860m
10か所

6,709 R8.4 R14.3

860m 71,699 R７.4 R14.3

1箇所 1,200 R9.4 R10.3

101枚 505 R7.4 R8.3

2箇所 264 R8.4 R13.3

7箇所 上記に含む R8.4 R14.3

事業実施個所図、写真 等

資金調達の方法
一般会計予算。

事業実施に際して 勾配解消については、出入口の設置のため困難な箇所もある。
㊲勾配解消は地形上困難。⑧横断部以外のU字溝蓋交換は再検討（未計上）

配慮すべき重要事項

・勾配の解消

特定事業計画書

（新守谷駅周辺地区バリアフリー基本構想）

作成日：令和7年2月

北守谷板戸井線（新守谷大通り）文化会館前～新守谷駅入口間

守谷市

特定事業内容 事業量
実施予定期間

・視覚障がい者誘導用ブロックの設置

・舗装の改修

・休憩施設の改修

・排水施設の蓋の改修

・有効幅員の確保（ボラード横）

根上がり箇所 段差解消箇所 平板損傷箇所

勾配解消箇所

点字ブロック設置箇所

点字ブロック設置箇所 排水蓋交換箇所

事業実施箇所図は別紙のとおり



様式１

道路特定事業計画

特定事業対象物

特定事業実施者

事業費

（千円） 着手 完了

― ― ― ―

175㎡ 1,408 R15.4 R16.3

特定事業計画書

（新守谷駅周辺地区バリアフリー基本構想）

作成日：令和7年2月

市道2025号線

守谷市

特定事業内容 事業量
実施予定期間

・視覚障がい者誘導用ブロックの設置

・舗装の改修

事業実施個所図、写真 等

資金調達の方法
一般会計予算。

事業実施に際して 隣接地の駐車場法面舗装材が劣化したもので歩道からの骨材ではない。駐車場管理者
に対応を求め、歩道路面清掃を行ったうえで、舗装修繕については再検討する。点字ブ
ロックについては、北守谷板戸井線歩道改修において、R8及びR12で設置する。配慮すべき重要事項

舗装修繕箇所

事業実施箇所図は別紙のとおり



様式１

道路特定事業計画

特定事業対象物

特定事業実施者

事業費

（千円） 着手 完了

1箇所 151,030 ― ―

92.5m 15,343 R10.4 R11.3

4箇所 376 R10.4 R11.3

9か所 1,000 R10.4 R11.3

特定事業計画書

（新守谷駅周辺地区バリアフリー基本構想）

作成日：令和7年2月

駅前歩道橋

守谷市

特定事業内容 事業量
実施予定期間

・駅前歩道橋と北守谷大通りの往来の向上
　（エレベーター等）

・２段手すりの設置

・舗装・視覚障がい者誘導用ブロックの補修

・柱の視認性向上

事業実施個所図、写真 等

資金調達の方法
エレベータ等に関することは交付金を利用する。それ以外は一般会計予算。

事業実施に際して
エレベーターの設置については、関連企業や利用団体との調整をしながら、設置位置や
設置時期を検討する。エレベーター等の設置に合わせ、点字ブロックを追加・調整・設置
し、段差解消等を実施し、駅前広場の機能性向上を図る。
2段手すりについて、ステンレス部材の新規設置で計画しているが、既存施設の改良等を
含めた方法も検討する必要がある。
エレベーター以外は駅前歩道橋修繕工事に合わせて実施する計画である。

配慮すべき重要事項

昇降機必要箇所 柱視認性不良個所箇所

2段手すり必要箇所 事業実施箇所図は別紙のとおり



様式１

道路特定事業計画

特定事業対象物

特定事業実施者

事業費

（千円） 着手 完了

200m ― R6.4 R7.3

1箇所 151,030 ― ―

特定事業計画書

（新守谷駅周辺地区バリアフリー基本構想）

作成日：令和7年2月

きずな橋

守谷市

特定事業内容 事業量
実施予定期間

・舗装・視覚障がい者誘導用ブロックの補修

・きずな橋と駅東口の往来の向上
　（エレベーター等）

事業実施個所図、写真 等

資金調達の方法
エレベータ等に関することは交付金を利用する。それ以外は一般会計予算。

事業実施に際して

きずな橋の点字ブロックは、剥がれににくいような特殊な工法を取り入れることを検討中。
R6に補修を行う。エレベーターの設置については、関連企業や利用団体との調整をしな
がら、設置位置や設置時期を検討する。エレベーター等の設置年度に合わせ、点字ブ
ロックの設置や段差解消等を実施し、駅前広場の機能性向上を図る。

配慮すべき重要事項

点字ブロック改修箇所 昇降機必要箇所

事業実施箇所図は別紙のとおり



様式１

道路特定事業計画

特定事業対象物

特定事業実施者

事業費

（千円） 着手 完了

1,149枚 2,317 R13.4 R14.3

1箇所 151,030 ― ―

特定事業内容 事業量
実施予定期間

・舗装・視覚障がい者誘導用ブロックの補修

・駅前広場と駅前歩道橋の往来の向上
　（エレベーター等）

特定事業計画書

（新守谷駅周辺地区バリアフリー基本構想）

作成日：令和7年2月

新守谷駅駅前広場

守谷市

資金調達の方法
エレベータ等に関することは交付金を利用する。それ以外は一般会計予算。

事業実施に際して

エレベーターの設置については、関連企業や利用団体との調整をしながら、設置位置や
設置時期を検討する。障がい者用のタクシー乗降場所などの段差解消等を実施し、駅前
広場の機能性向上を図る。なお、障がい者の乗降場所の設置については、整備箇所に
関して関係企業と協議を要する。障がい者用点字ブロックについては、視認性を高める
ため撤去新設で計上しているが、より経済的な工法についても検討が必要がある。ロータ
リー内タクシー乗降箇所の切り下げ位置については、関係企業と調整のうえ計画を見直
す必要がある。配慮すべき重要事項

点字ブロック改修箇所 昇降機必要箇所 障がい者の乗降場所の整備

事業実施箇所図は別紙のとおり



特定事業対象物：市道2025号線

特定事業対象物：北守谷板戸井線（新守谷大通り）
文化会館前～新守谷駅入口間

特定事業対象物：駅前歩道橋

特定事業対象物：新守谷駅駅前広場

特定事業対象物：きずな橋

特定事業計画 事業実施箇所図

●視覚障がい者誘導用ブロックの設置
●舗装の改修
●休憩施設の改修
●排水施設の蓋の改修
●勾配の解消

●休憩施設の改修

●有効幅員の確保（ボラード横）

●有効幅員の確保（ボラード横）

●視覚障がい者誘導用ブロックの設置
●舗装の改修

●舗装・視覚障がい者誘導用ブロックの補修
●駅前広場と駅前歩道橋の往来の向上 （エレベーター等）

●舗装・視覚障がい者誘導用ブロックの補修
●きずな橋と駅東口の往来の向上 （エレベーター等）

●駅前歩道橋と北守谷大通りの往来の向上
（エレベーター等）
●２段手すりの設置
●舗装・視覚障がい者誘導用ブロックの補修
●柱の視認性向上




